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地域密着型金融の取組事例について 

タイトル 食農教育活動の取組み           ＪＡグループ熊本（熊本県） 

1.動機（経緯） ・ 食料・農業への関心が高まるなか，「食と農」への理解促進と地域の活性化が重

要な課題となっています。 

・ このため，平成 21 年 12 月の第 23 回 JA 熊本県大会の決議事項において，「JA 食

農教育プラン」に基づく食農教育活動に取り組むことを決定し，学校等の教育機

関との連携により，農業体験学習を中心とした活動を展開しています。 

2.概要 ・ 県内 JA において，以下の農業体験学習に取り組んでいます。 

・ これらの展開にあたっては，JA バンク食農教育応援事業を活用しています。 

ＪＡ熊本市   「あぐりキッズスクール」 

ＪＡたまな   「親子わくわく体験農園」 

ＪＡ鹿本    「あぐりキッズスクール」 

ＪＡ菊池    「まんまキッズスクール」 

ＪＡ阿蘇    「まるごとあそっ子スクール」 

ＪＡかみましき 「農業体験スクール」「あぐりキッズスクール」 

ＪＡ熊本うき  「あぐりキッズスクール」 

ＪＡやつしろ  「トマトの教室」「教育ファーム」「農業体験学習」 

ＪＡあしきた  「親子ふれあい農園」 

ＪＡくま    「学童農園体験学習」 

ＪＡ本渡五和  「アグリキッズスクール」 

ＪＡあまくさ  「アグリキッズスクール」 

ＪＡれいほく  「バケツ稲栽培体験」「野菜づくり教室」 

3.成果（効果） ・ 平成 23 年度における上記体験学習の活動回数は述べ 200 回を超え，小学生を中

心に 2,500 名を超える子ども・保護者の皆様にご参加いただきました。 

・ またこれらの事業に伴う金融面の信用事業の取組みとして，一部 JA において参

加いただいたご家族を対象に定期積金の金利上乗せ等を行っています。 

4.今後の予定 

（課題） 

・ 食農教育活動の展開にあたっては，特に以下の点が重要と認識されます。 

① 子どもの関心である「食」から始め「農」に繋げること 

② 学校ではできない体験をしてもらうこと 

③ 子ども同士の繋がりにとどまらずプロの大人や保護者が一体となって活動

を展開すること 

・ これらを踏まえ，今後とも継続的に食農教育活動に取り組むとともに，参加い

ただくご家族の皆様にJA事業を幅広くご利用いただけるよう，努めて参ります。

   


